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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告

　8月18 日、炊事棟において、親子 6 組の参加でピザ作りと棒巻きパンの体験を行いました。
　八代農業高校泉分校より3人の生徒がボランティアで参加、棒巻きパンを焼く担当をし、大人顔負けの指導に感動し
ました。ピザの焼きには時間が掛かりましたが、おいしそうに頬張る親子の姿がほほ笑ましかったです。

西野津子ども会　ピザ作りと棒巻きパン体験西野津子ども会　ピザ作りと棒巻きパン体験

くまもと森づくり応援フェア参加くまもと森づくり応援フェア参加

竜北東小学校　宿泊通学竜北東小学校　宿泊通学

野外で米粉4回シリーズ
簡単・ヘルシー米粉の使い方教室
野外で米粉4回シリーズ
簡単・ヘルシー米粉の使い方教室

　8月28日から30日にかけて、里地屋敷において、竜北東小学校の宿泊通
学を行いました。活動着に着替えて調理班、お風呂班、ご飯班に別れて活
動を行います。里地屋敷の作業は初めてだらけで、延々と薪を割る子もい
れば、五右衛門風呂前のかまどで暑さに耐えながら、火を消さぬよう頑張
る子、初めての包丁に恐る恐る野菜を切る子など、さまざまでした。みんな
で協力して作った夕食は格別で、おかずもご飯も残らないような食べっぷ
りでした。
　2日目ともなれば、みんな慣れたもので、自分たちできちんと声を掛け合
い、協力しながらの作業を行っていました。たった2泊3日の活動でした
が、子どもたちの成長していく姿を少しでも見られたことにスタッフ一同感
動しました。

宮原小学校　宿泊通学宮原小学校　宿泊通学
　9月4日から6日にかけて、里地屋敷において、宮原小学校の宿泊通学を行いました。男女合わせて36人という大所帯で
したが、素直な子たちばかりで、説明もしっかりと聞いていました。今回は調理班、お風呂班、ご飯班に加え、宿題班として

イイベベ ンントト情情 報報

　8月 24・25日、ゆめタウンはませんにおいて行われた「くまもと森づく
り応援フェア」に参加しました。今回の体験は「桜の木のコースター作り」。
公園の桜の枝を輪切りにした物を使い、紙やすりで磨いて鉛筆で下絵を描
き、ルーターという電動彫刻刀で削って完成というものです。ルーターを
見るのも触るのも初めての人が多く、子どもたちは初めは恐る恐る、慣れ
てきたらどんどん削って完成していました。この 2日間は、大学生インター
ン4人と里山クラブどんごろす家族会員の高校生 2人がボランティアをし
てくれ、とても楽しい 2日間となりました。 ▲コースターづくり

▲早く食べたいな

▲出来上がりが楽しみ ▲一人で割れるよ！

1回目　10月27日㈰　ホワイトソースでドリア
2回目　11月16日㈯　ピザ作り
3回目　12月15日㈰　ケーキ作り
4回目　  1月12日㈰　ドーナツ作り

◆参 加 費：2,000円（材料費、保険料含む）
◆申込方法：立神峡公園管理組合に連絡のうえ、
　　　　　　氏名、住所、年齢、連絡先をお伝えく
　　　　　　ださい。※定員5組（先着順）
◆持 参 品：エプロン、飲み物、手拭き用タオル

先に宿題を終わらせ、配膳などの手伝いを行う班を増やしての実施でした。
ナタや包丁、火を扱ったことのない子ばかりでしたが、自分なりに必死に注意
点を思い出しながら作業を進めているように見えました。
　2日目の野外活動は、増水のため水棲生物の観察が行えず、屋敷内活動の
ロープワークを行いました。一見難しそうに見えるものでも、図をしっかりと
見ることで結べるのです。班のあちこちで出来上がった歓声が聞こえていま
した。2日目の班行動は、みんなで声を掛け合いながら協力して、作業を行っ
ていました。みんな積極的に動き回り少しずつ成長していく子どもたちに、未
来の可能性を感じる宿泊通学となりました。


